
1 　平面上の 2点 P (a, c)，Q(b, d)に対して，1次変換
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を考え

る．原点 O を中心とする単位円 x2 + y2 = 1を C とする．

(1) P，Qがともに C 上にあり，ベクトル
−−→
OP と

−−→
OQが直交するとき，この 1次変換

は C 上の任意の点を C 上に移すことを示せ．

(2) 逆に，この 1次変換が C 上の任意の点を C 上に移すならば，P，Qはともに C 上

の点であり，かつベクトル
−−→
OP と

−−→
OQは直交していることを示せ．


